
ファイターズ観戦バスツアー
【応援大使企画】

　町では、北海道日本ハムファイターズ市町村応援大使企画として観戦バスツアーを実施いたしま
す。札幌ドームまでの交通費は無料、観戦チケット料金については応援大使ツアー特別価格でお求
めいただけます。詳細は次のとおりです。

【問合わせ先】企画課　℡ 22-2114

　町では、北海道日本ハムファイターズ市町村応援大使企画として観戦バスツアーを実施いたしま

座　種 一般当日価格（参考） 応援大使ツアー価格

Ｓ指定席 共通（おとな・こども） （5,000 円） 2,500 円

Ａ指定席 共通（おとな・こども） （4,000 円） 2,000 円

Ｂ指定席 共通（おとな・こども） （2,800 円） 1,400 円

Ｃ指定席
おとな （2,500 円） 1,000 円

こども （1,600 円） 1,000 円

１　日　　時　８月２１日（日）　午後２時試合開始　≪福岡ソフトバンクホークス戦≫
２　定　　員　３５名（積丹町民限定・先着順）
３　申込方法　希望する席の料金を持参し、企画課までお申し込みください。

※席数には限りがありますので、ご希望に添
　えない場合があります。
※１塁側、３塁側の指定は出来ませんのでご
　了承ください。

 公益社団法人日本観光振興協会が実施する平成

28 年度観光事業功労者に積丹観光協会事務局長

の逢坂節子（61 歳）さんが選ばれ、５月 16 日に

札幌市内のホテルで表彰式が行われました。

 逢坂さんは平成７年に同協会事務局に勤務して

以来、めまぐるしく変化する観光客のニーズに対

応するべく様々な観光振興策に取組み、平成 18

年にはその功績が認められ、積丹観光協会として

「北海道産業貢献賞」を受賞しました。更に、平

成 26 年には積丹町の新たな水産資源としてさく

らますに着目、「さくらます祭り」を開催するなど、

現在も積丹町の新たな魅力を観光で訪れる方々に

伝えるべく日々尽力されています。

 受賞をお喜び申し上げるとともに逢坂さんの今

後のさらなるご活躍をご期待申し上げます。

積丹観光協会 逢坂節子事務局長

日本観光振興協会から表彰

　

５
月
21
日
、
余
別
町
の
サ
ク
ラ
マ

ス
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
ー
セ
ン
タ
ー
で

積
丹
観
光
協
会(

佐
藤
勝
次
会
長)

と
余
別
・
海
Ｈ
Ｕ
Ｇ
く
み
た
い(
佐

藤
正
樹
会
長)

が
協
働
で
実
施
す

る
「
ど
っ
こ
い
積
丹
さ
く
ら
ま
す
祭

り
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

２
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る
さ
く
ら
ま

す
祭
り
で
は
、
河
村
博
町
環
境
生
態

系
保
全
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

さ
く
ら
ま
す
に
つ
い
て
の
講
話
や
、

豪
華
景
品
が
提
供
さ
れ
た
「
さ
く
ら

ま
す
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」
が
実
施
さ

れ
た
ほ
か
、
昼
食
に
は
地
元
若
手
漁

師
な
ど
が
腕
を
振
る
っ
た
さ
く
ら
ま

す
の
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
や
ち
ら
し

ず
し
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
来
場
者

は
さ
く
ら
ま
す
を
「
学
び
」
と
「
食
」

の
両
方
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
も
な
お
原
始
の
姿
を
保
つ
保
護

河
川
「
余
別
川
」
で
、
豊
か
な
海
を

育
む
た
め
の
「
森
・
川
・
海
」
の
栄

養
循
環
を
支
え
る
サ
ク
ラ
マ
ス
を
、

保
全
し
、
そ
の
価
値
を
伝
え
る
取
組

の
更
な
る
拡
大
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

第 ３ 回

▲大盛況の「さくらますウルトラクイズ」

５　そ の 他   当日、応援大使の選手が一軍にいる場合に限り、集合写真の撮影を行います。
４　申込期限　６月３０日（木）
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柳
町
地
区
で
新
た
に
工
事
着
手

　

今
年
度
の
美
国
川
河
川
改
修
工
事

の
円
滑
な
施
工
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
く
た
め
、去
る
４
月
27
日
、

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
工
事
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
関
係
地
権
者
や
町
内

会
長
・
団
体
長
な
ど
21
人
が
出
席
し
、

美
国
川
河
川
改
修
工
事
の
実
施
主
体

で
あ
る
後
志
総
合
振
興
局
小
樽
建
設

管
理
部
、
関
連
工
事
の
国
道
美
国
橋

架
替
工
事
を
実
施
す
る
小
樽
開
発
建

設
部
小
樽
道
路
事
務
所
、
町
の
三
機

関
が
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

小
樽
道
路
事
務
所
か
ら
は
、
平
成

29
年
秋
頃
の
新
橋
開
通
を
目
指
し
、

今
年
度
は
５
月
上
旬
よ
り
工
事
箇
所

を
仮
橋
下
流
側
の
左
岸
域
（
柳
町
地

区
）
に
移
し
て
、残
る
旧
橋
の
橋
台
・

橋
脚
を
撤
去
し
た
後
に
、
新
橋
の
橋

台
・
橋
脚
を
築
造
し
、
来
年
３
月
ま

 

早
期
実
施
が
望
ま
れ
る
護
岸
等
河

 

川
整
備
工
事

　

小
樽
建
設
管
理
部
か
ら
は
、
工
事

予
算
の
制
約
も
あ
り
、
今
年
度
は
国

道
美
国
橋
架
替
工
事
を
重
点
的
に
実

施
す
る
こ
と
か
ら
、
上
流
部
を
含
む

護
岸
施
設
等
の
河
川
拡
張
工
事
は
施

工
し
な
い
が
、
引
き
続
き
残
る
用
地

買
収
や
建
物
補
償
を
進
め
た
い
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
４
月
に
初
め
て
住
民

説
明
を
実
施
し
た
美
国
堤
防
通
り
線

付
替
事
業
計
画
に
つ
い
て
も
、
新
た

な
築
堤
に
併
せ
て
道
の
補
償
工
事
と

し
て
堤
防
法
面
下
へ
移
設
し
、
栄
町

本
通
り
線
と
の
取
付
位
置
の
変
更
な

News議会ニュース

 第３回町議会臨時会

　平成 28 年第３回町議会臨時
会が４月 27 日に招集され、同
日閉会しました。
　そのあらましについてお知ら
せします。

議
案
第
１
号

　
積
丹
町
税
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改

正
に
伴
う
関
係
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
税
制
改
正
に
よ

る
、
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
及
び
地
方
税
法
施

行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
の
公
布
に
伴
い
、
関
係
町
条

例
の
条
文
規
定
の
整
備
を
図
る

も
の
で
す
。

　
議
案
第
１
号
に
つ
い
て
は
、

法
人
町
民
税
の
税
率
の
引
き
下

げ
及
び
固
定
資
産
税
の
わ
が
ま
ち

特
例
制
度
の
対
象
と
な
る
設
備
・

償
却
資
産
の
追
加
等
。

　
議
案
第
２
号
に
つ
い
て
は
、
低

所
得
世
帯
の
保
険
税
負
担
軽
減
措

置
に
係
る
、
対
象
世
帯
の
所
得
判

定
基
準
の
拡
大
。

　
議
案
第
３
号
に
つ
い
て
は
、
町

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例

に
係
る
附
則
の
適
用
区
分
の
整

備
。

（
議
案
第
１
号
～
議
案
第
３
号

　
　 

ま
で
い
ず
れ
も
原
案
可
決
）

議
案
第
４
号

　
積
丹
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
国
費
補
助
の
内
定
に
伴
う
公
営

住
宅
長
寿
命
化
改
善
工
事
費
や

橋
梁
長
寿
命
化
工
事
費
、
観
光

地
美
化
清
掃
委
託
料
と
し
て
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ
６
，
２
０
５
万
円
を
追
加
し
、

27
億
５
，
３
２
９
万
５
千
円
に
す

る
も
の
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　（
原
案
可
決
）

平
成
28
年
度 

美
国
川
河
川
改
修
工
事
説
明
会

《
新
橋
の
桁
架
設
》
は
明
年
３
月
ま
で
に
！

ど
現
時
点
で
の
計
画
案
の
概
要
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
工
事
は
、
交
通
安
全
対

策
や
低
騒
音
の
大
型
機
械
を
使
用
す

る
他
、
河
川
内
の
土
砂
掘
削
作
業
の

際
は
矢
板
で
の
締
め
切
り
に
よ
り
、

濁
水
を
極
力
流
出
さ
せ
な
い
等
の
対

策
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
工
事
箇
所
に
隣
接
す
る
建

物
や
井
戸
水
へ
の
調
査
も
実
施
さ
れ

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

で
に
橋は

し
げ
た桁

・
床

し
ょ
う
ば
ん

版
を
架
設
す

る
こ
と
に
よ
り
新
橋
の
全
貌

が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
こ

と
、
ま
た
、
こ
の
間
は
流
雪

溝
の
排
出
口
が
仮
移
設
さ
れ

る
こ
と
や
国
道
へ
の
歩
道
確

保
の
困
難
性
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
柳
町
地
区
の
歩
道

確
保
は
地
域
住
民
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
た
め
、
小
泊
地

区
と
併
せ
て
町
か
ら
も
何
ら

か
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
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